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ＷＴＯサービス・クラスター会合（１１月１６日～２５日）の概要 

 

平成２２年１２月１日 

外務省 サービス貿易室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．概要 

（１） １１月１６日から２５日まで，ジュネーブにおいて２０１０年に入って５回目のＷ

ＴＯサービス・クラスター会合（注１）が開催された。 

（２） サービス貿易理事会特別会合及び定例会合（流通及び道路運送の分野別分析ペーパ

ーにつき議論），４つすべての下部組織の会合（国内規制作業部会，ＧＡＴＳルール

作業部会，特定約束委員会，金融サービス委員会），我が国が主催する海運を含めた

幾つかの分野別（海運，会計，ロジスティクス，第３モード等）のフレンズ会合等

が開催された。我が国代表団は主要国との二国間協議（米，ＥＵ，加，豪，諾，印，

中，伯，馬，比，越：計１１カ国）も行った。 

 

２．主要論点・特筆事項 

（１） 市場アクセス交渉では，引き続き，クラスタリング・アプローチ（注２）の具

体的内容や今後の進め方が議論の中心。他方，本格的なプルリ交渉が会計サー

ビスにおいて実施され，今後はバイやプルリも含めあらゆるアプローチで市場

アクセス交渉を加速させるべきとの意見が大勢を占めた。 

（２） ルール交渉では，サービス貿易にかかる国内規制，緊急セーフガード措置，政

府調達，補助金に関する規律（ＧＡＴＳルール）の分野で技術的議論が継続。 

（３） 金融サービス委員会では，中国が提案した金融サービス貿易と開発との関係に

ついて引き続き議論。本テーマに関するセミナーが、次々回（４月予定）のク

ラスター会合において開催される見通しとなった。 

（４） ５年ぶりにＭＦＮ免除レビュー（注３）が開催され，我が国も積極的に参加。 

（５） ＤＤＡ交渉全体が加速するとの見通しのもと，年明けから市場アクセスとルー

１． Ｇ２０サミット及びＡＰＥＣにおけるＤＤＡ交渉に関する合意事項が

高く評価され、サービス交渉についても積極的な雰囲気が醸成された。 

２． 主要論点は市場アクセス（特にクラスタリング・アプローチ），ルール

（国内規制・ＧＡＴＳルール等）及び今後の交渉の進め方であった。 

３． ＤＤＡ交渉全体が加速するとの見通しのもと，年明けから市場アクセ

スとルールの両交渉を本格化させるべしとの意見が多勢を占めた。 
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ルの両交渉を本格化させるべしとの意見が多勢を占めた。 

 

３．次回会合の見通し 

（１） ２月中旬から１週間開催の予定。交渉本格化の中で重要な会合となる見通し。 

（２） 定例会合はサービス貿易理事会特別会合，国内規制作業部会，ＧＡＴＳルール作業

部会のみが開催され，他の時間はバイ及びプルリの交渉に充てられる予定。 

 

注１：ＷＴＯサービス交渉に関連する各種会合がまとめて開催されており，これらの会合

を一括して「サービス・クラスター会合」と称している。 

 

注２：サービスの関連分野をある程度統合して市場アクセス交渉を進めるアイディア。 

 

注３：ＷＴＯサービス貿易一般協定（ＧＡＴＳ）では，最恵国待遇（ＭＦＮ）は無条件で

与えられなければならないと規定されているものの，その例外を免除表に掲げることがで

きることになっている。ＭＦＮ免除レビュー会合はこの免除の数を減らすことを目的とし

て５年に１回開催されることとされており，前回は２００４年１１月に開催された。 

 

（了） 


